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2020年 4月 

キャリア教育科目「社会に学ぶ」（長期履修科目）の開講 

 

◆科目説明 

 講演会やセミナーを通して、通常の授業では得られない経験や知見を社会人から学ぶ。また、インタ

ーンシップに参加し、自身が社会の一員であることを自覚するとともに、社会の中で生活するというこ

と、および働くということの意味を根本から考える。比較的長い期間をかけて、それらの経験を自分自

身の中に蓄積し、現在及び将来の自分の可能性を発見することを目指す。（「履修手引」より） 

 

◆長期履修科目とは？ 

 通常の授業は、半期または通年（前・後期）で所定の単位を修得する形をとっていますが、この「社

会に学ぶ」は、半期または通年の区分を取り払い、１年次後期～４年次までの７学期（３年半）をかけ

て２単位を修得する授業です。 

 

◆履修内容 

 この科目は、一般の授業のように、決められた曜日・時間で行う形式の授業ではありません。各年度

に開催される講演会やセミナーへの参加、またはインターンシップや企業主催の各種活動への取り組み

などを評価し、あらかじめ定められた基準をクリアした時点で、２単位を付与するというものです。 

 この科目の対象となる講演会やセミナーなどは裏面の通りですが、各年度によって異同がありますの

で、一応の目安として下さい。 

 

◆ポイントカード 

  この科目の大きな特徴は「ポイント」制ということです。講演会やセミナー、インターンシップなど

に参加すると、それぞれの内容に応じたポイントを付与します。そのポイント数を累計し、基準をクリ

アした学期に２単位が付与されます。なお、成績評価は行わず、単位のみを認定します。 

 ※後日、履修希望者には所定のポイントカードを交付します。希望者は教務係の窓口に来てください。 

 

◆教務上の手続きについて                           

 ①この科目に限り、各学期始めの通常の履修登録は必要ありません。履修登録の手続きは、単位認定 

  される学期に行うこととします。 

  ②出席確認・ポイント付与について 

      ○講演会、セミナー 

    ・当日の受付で出欠をチェックする。 

    ・レポート提出を義務づけ、後日提出を確認し、ポイントを付与する。 

     ○インターンシップ 

        ・参加の報告書および受入先の実習ノート等を確認し、ポイントを付与する。 

   ○外部主催のセミナーなど 

        ・主催者から「受講証明書」によって受講あるいは参加の証明を得て、提出する。確認後、 

     ポイントを付与する。（証明書の用紙は教務係にあります） 

 

◆その他 

 ・キャリア教育科目は、４単位まで学科専門科目（自由選択科目）として卒業単位に含めることがで 

  きます。ただし、長期間にわたって受講する科目なので、あらかじめ卒業単位に含める形での受講 

は避けて下さい。単位取得に際しては、プラスαとして、余裕をもった受講を勧めます。 

   

  ・学部で予定している講演会・セミナー以外にも、この授業のポイント対象になりうる外部の講演会 

  やセミナー等を、みなさんの方から申請することもできます。この場合、適切な事業かどうか審査 

  し、認定を得る必要があります。（申請する場合は、教務係の窓口に来てください。） 

   

・就職活動に直結する内容のものは、原則として対象とはなりません。 
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【参照】対象とする講座・セミナー等の一例（年度ごとに変更があるので、確認のこと) 
 

〈キャリアサポート室関係〉 

 ・就職活動基礎講座（6月／1、2年生向け） 

 ・就職活動準備講座（7月／3年生向け） 

 ・公務員基礎知識講座（11月／1、2年生向け） 

 ・公務員特別講演会（1月／1、2年生向け） 

 ・女性のためのキャリアデザイン講座（1月／1、2年生向け） 

 ・インターンシップ（事前説明会を含む／3年生向け） 

  ・インターンシップ報告会（10月／2、3年生向け） 

 

〈県庁関係〉 

・群馬県生涯学習センター 生涯学習推進事業 

    →詳しくは、http://manabi.pref.gunma.jp/gllc/event_annual.html 

 

〈企業関係〉 

 ・サンデン環境みらい財団「環境ネットワークキャンパス（愛称：Ｅ－キャン）」 

    ＊内容：サンデン環境みらい財団が活動を支援する、学生とサンデン株式会社の社員による環 

      境をテーマとした活動隊（チーム：環境ネットワークキャンパス）で、各年度メンバ 

      ー募集をして、活動を行っている。（対象学生：社会情報学部では、主に３年生） 

         →詳しくは、http://www.sanden-kankyomirai.or.jp/campus/index.html 
 

 

【参考】ポイント付与のモデル 

  事前講習参加………………………１コマ      ２ポイント 

  インターンシップ（１日あたり≒演習５コマ分） ５ポイント 

  成果果報告会参加………………… １コマ     ２ポイント 

  レポート作成………………………………………… １ポイント 

 

  講演会・セミナー（１回 90分）……………………２ポイント 

  レポート提出………………………………………… １ポイント 

 

【参考】履修パターン（それぞれレポートあるいは報告書等の提出を含む。インターンシップは事 

           前・事後の事業も含む） 

      （例１）インターンシップ（４日）＋講演会２回         2p+20p+2p+1p + 6p  →31p 

      （例２）セミナー（森ゼミ６回）＋講演会６回            13p+18p       →31p 

     （例３）講演会 10回                                               →30p 
 

http://www.sanden-kankyomirai.or.jp/campus/index.html

